
第 29回日本医療薬学会年会 新しい時代を担う医療薬学のこれから　～薬学の英知の結集～
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P228

一般演題（口頭） 1

病棟薬剤業務1
座長：三箇山　宏樹

P67

一般演題（口頭） 3

薬学・薬剤師教育
座長：徳永　仁

P67

一般演題（口頭） 4

持参薬管理
座長：嶋田　努

P68

一般演題（口頭） 5

バイオシミラー
座長：内藤　隆文

P68

一般演題（口頭） 6

ジェネリック医薬品
座長：岩本　卓也

P68

一般演題（口頭） 9
がん薬物療法

（レジメン管理・多職種連携）
座長：龍田　涼佑

P69

一般演題（口頭） 10

がん薬物療法（無菌調製・暴露対策）
座長：千阪　智美

P69

一般演題（口頭） 11

がん薬物療法（服薬指導・情報提供）
座長：渡邊　裕之

P70

一般演題（口頭） 12

がん薬物療法（他の副作用対策）1
座長：櫻下　弘志

P70

一般演題（口頭） 15＊

腎疾患・高齢者ケア・感染制御
座長：田中　亮裕

P71

一般演題（口頭） 16＊

薬物動態
座長：菅原　満

P71

一般演題（口頭） 17＊

病棟・外来薬剤師業務1
座長：三輪　涼子

P72

一般演題（口頭） 18＊

病棟・外来薬剤師業務2
座長：松尾　裕彰

一般演題（口頭） 21＊

調剤・処方鑑査・薬薬連携
座長：髙橋　弘充

P73

一般演題（口頭） 22＊

薬剤疫学・使用状況調査
座長：鈴木　昭夫

P73

一般演題（口頭） 23＊

がん薬物療法（緩和ケア・その他）
座長：門脇　裕子

P74

一般演題（口頭） 24＊
がん薬物療法

（制吐支持療法・他の副作用対策）3
座長：篠原　義剛

P74

一般演題（口頭） 27

感染制御（治療薬）3
座長：冨田　隆志

P75

一般演題（口頭） 28

感染制御（治療薬）4
座長：谷口　潤

P75

一般演題（口頭） 29

感染制御（治療薬・その他）5
座長：中川　博雄

P75

一般演題（口頭） 30＊

有害事象・副作用3
座長：渡辺　善照

P76

一般演題（口頭） 2

病棟薬剤業務2
座長：髙田　龍平

P67

一般演題（口頭） 7

精神科領域1
座長：神村　英利

P68

一般演題（口頭） 8

精神科領域2
座長：椎　崇

P69

一般演題（口頭） 13

がん薬物療法（制吐支持療法）1
座長：有馬　純子

P70

一般演題（口頭） 14
がん薬物療法

（制吐支持療法・他の副作用対策）2
座長：兒玉　幸修

P71

一般演題（口頭） 19

有害事象・副作用1
座長：西　順也

P72

一般演題（口頭） 20

有害事象・副作用2
座長：永田　将司

P73

一般演題（口頭） 25

感染制御（治療薬）1
座長：酒井　義朗

P74

一般演題（口頭） 26

感染制御（治療薬）2
座長：平原　康寿

P75

シンポジウム3
臨床で行える研究のすすめ

ー観察研究の事例に基づく注意点とポイントー
オーガナイザー・座長：百　賢二／城田　幹生

P199

シンポジウム6
医療的ケアがあっても、おうちに帰りたい

～今こそ、薬・薬連携の真価が問われる小児在宅医療～
オーガナイザー：串田　一樹／廣原　正宜

座長：串田　一樹／山谷　明正 P200

シンポジウム1
薬物トランスポーターおよび代謝酵素が関与する薬物
相互作用・病態時変動の評価：バイオマーカーの活用

オーガナイザー・座長：杉山　雄一／吉門　崇
P199

シンポジウム4
精神疾患をもつ妊婦・授乳婦への実例を通した

薬学的アプローチ
オーガナイザー：赤嶺　由美子／伊差川　サヤカ
　　　座長：赤嶺　由美子／香西　祥子 P199

シンポジウム2
がんゲノム医療新時代

～薬剤師が知っておくべきこと～
オーガナイザー・座長：縄田　修一／櫻井　洋臣

P199

シンポジウム5
地域包括ケアシステムにおける病院薬剤師の役割を

検証する～回復期病床からの発信～
オーガナイザー：島田　美樹／菅原　満
　　　　　　座長：矢野　育子／山口　浩明

P200

シンポジウム7
避けてはとおれない電子カルテや調剤システムのリ
プレース～その時薬剤部門では何が起こるのか～

オーガナイザー：小枝　伸之／若林　進
　　　　座長：若林　進／荒　義昭 P200

シンポジウム8
災害に備える！災害時における薬剤師の役割とその教育を考えよう

～BRIDGE OVER TROUBLED WATER～
オーガナイザー：高山　和郎／小林　政彦
　　　　座長：江川　孝／松村　友和 P200

シンポジウム10
セントラル担当と病棟担当薬剤師とのクロストーク

～効率化と連携を再考する～
オーガナイザー：赤嶺　由美子／三浦　昌朋
　　　　座長：三浦　昌朋／大本　暢子 P201

シンポジウム11
医薬品使用の国際化～知らないでは済まされない。医
療用麻薬の持出渡航や規制医薬品にどう向き合うか～

オーガナイザー：石原　千春／橋本　直弥
　　　座長：林　誠／佐藤　淳也 P201

シンポジウム15
リスク・ベネフィットを考慮した最適な抗血栓療法
を目指して薬剤師が本当にやるべきことは？

オーガナイザー：石井　伊都子／土岐　真路
　　　　座長：南　圭祐／石井　伊都子 P202

シンポジウム16
「医薬品の安全使用のための業務手順書」の改定と

その活用
オーガナイザー：小枝　伸之／岸本　真
　　　　　　座長：小枝　伸之／久岡　清子 P202

シンポジウム18
がん化学療法における臨床的課題を解決するために

研究指導者が持つべき先導的視点
オーガナイザー・座長：橋本　浩伸／河添　仁

P203

シンポジウム19
患者のアレルギー・副作用を上手に管理するための
エッセンス～副作用の発見から管理、報告まで～

オーガナイザー：小枝　伸行／関谷　泰明
　　　　　座長：木下　元一／高田　敦史 P203

シンポジウム21
患者の暮らしにつなぐオール薬剤師による

入退院支援業務の展開
オーガナイザー・座長：室井　延之／荒木　隆一

P204

シンポジウム22
循環器領域の薬剤師に求められる一歩進んだコンピテンシー

～薬物療法の評価に必要な検査モダリティ～
オーガナイザー：柴田　啓智／志賀　剛

座長：梶原　洋文／志賀　剛 P204

シンポジウム24
今おさえておきたい集中治療における

基本的薬物治療
オーガナイザー：加藤　隆寛／原　直己
　　　　　　座長：加藤　隆寛／安藝　敬生

P204

シンポジウム25
より良い薬物治療を提供するために伝わる記録を

書くためのコツ
オーガナイザー・座長：寺沢　匡史／坂野　昌志

P205

シンポジウム27
AYA世代がん患者への薬剤師の貢献　～治療に伴う

性腺機能低下に、一歩踏み込んだ介入を～
オーガナイザー：米村　雅人／日置　三紀
　　　　　座長：米村　雅人／網野　一真 P205

シンポジウム28
小児領域における薬剤師の幅広い活躍
オーガナイザー：冨家　俊弥／小高　賢一
　　　　　座長：石川　洋一／冨家　俊弥

P205

シンポジウム13
医療ビッグデータを活用した新しい時代を担う

医療薬学研究
オーガナイザー：千堂　年昭／石澤　啓介
　　　　　　座長：小山　敏広／座間味　義人 P202

International Session （Oral）

座長：江川　孝／内田　まやこ

P66

シンポジウム9
科学的視点に立ち周術期を安全に乗り切る
～医薬品適正使用研究からの提言～
オーガナイザー：畝井　浩子／北村　佳久

座長：北村　佳久／座間味　義人 P201

シンポジウム12
がん化学療法に伴う末梢神経障害の対応策を
目指した基礎・臨床での取り組みと融合
オーガナイザー・座長：江頭　伸昭／川尻　雄大

P201

シンポジウム14
ファーマコゲノミクス検査の臨床応用に向けた

医療薬学からの提案
オーガナイザー・座長：寺田　智祐／斎藤　嘉朗

P202

シンポジウム17
客観的な医薬品評価における現在の医薬品情報源の

役割と将来展望
オーガナイザー：後藤　伸之／冨田　隆志
　　　　座長：大塚　誠／金井　紀仁

P203

シンポジウム20
薬剤師の国際貢献の未来を語ろう－災害救援や開発協
力で必要とされる薬剤師のニーズにどう立ち向かうか

オーガナイザー：小林　政彦／折井　孝男
座長：折井　孝男／奥村　順子 P203

シンポジウム23
【医療薬学会 学術委員会】

医療現場における薬物相互作用マネジメント能力の育成
オーガナイザー・座長：米澤　淳／伊藤　清美

P204

シンポジウム26
こんなときどうする？専門薬剤師が考える

血糖コントロール
オーガナイザー・座長：厚田　幸一郎／竹内　裕紀

P205

年会長講演
新しい時代を担う医療
薬学のこれから

～薬学の英知の結集～
座長：山田　清文　
演者：武田　泰生　

特別講演 1
病院薬剤師に期待すること

座長：木平　健治
演者：安川　孝志

P186

特別講演 2
A global perspective on the future 
of pharmaceutical healthcare in 
hospital related settings
座長：田﨑　嘉一　　

演者：Robert J. Moss　　P186

特別講演 4
AI 時代の医療
座長：下堂薗　権洋
演者：木村　通男　

P187

特別講演 3
DXが医療の現場にもたらすもの
～全ての医療従事者が認識しておくべき、
変化とセキュリティリスクと心構え～

座長：山本　康次郎
演者：小屋松　美佳 P187

International Symposium（国際シンポジウム）1
The roles of pharmacists in the quality, 
efficacy, and safety of pharmaceuticals
オーガナイザー：田﨑　嘉一／池田　龍二

座長：Bo Yu ／ Jung-Tae Kim／漆原　尚巳 P198

International Symposium（国際シンポジウム）2
The roles of pharmacists in the quality, 
efficacy, and safety of pharmaceuticals

オーガナイザー：田﨑　嘉一／池田　龍二
　　　　　　座長：秋好　健志／岩澤　真紀子 P198

メディカルセミナー1

P228

メディカルセミナー2

P229

メディカルセミナー3
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P184

＊の付くセッションは「優秀演題候補セッション」となります。

ポスター貼付 ポスター撤去

ワークショップ1
薬物療法専門薬剤師ワークショップ

「ジェネラリストとしての薬剤師力を磨く
～実践！複合疾患を有する患者への薬学的アプローチ」

オーガナイザー・座長：望月　眞弓／四方　敬介 P218

ポスター示説
2-AM

ポスター示説
2-PM

International 
Poster Session

P72

経口抗がん剤治療患者に
薬剤師はどう関わるべきか
～アベマシクリブ治療患者を中心に～

GE医薬品ポスト80%
時代における抗菌薬適正

使用

より安全で安心な外来化学
療法への薬剤師の関わり
～医療機関と保険薬局間の連携を踏まえて～

がん悪液質診療の現状と
展望

薬剤師さんが知って役立つ
心不全診療ガイドラインの

勘所

バイオ医薬品の品質低下
の要因と防止について

令和時代の薬物療法

進行再発乳がんに対する
最新の薬物治療と
薬剤適正使用

地域フォーミュラリ実施
と方法論

敗血症死ZEROへの挑戦
ートロンボモデュリン 
アルファの適正使用ー

輸血及び血漿分画製剤の
適正使用と今後の展望

Chemotherapy Induced Nausea and 
Vomiting に対する支持療法の最前線　
～パロノセトロンとアプレピタントの使い方～

がんゲノム医療元年
～薬剤師として
何ができるのか～

Dr.JOY × 情報収集の
効率化

共催：日本イーライリリー株式会社

共催：日医工株式会社

共催：第一三共エスファ株式会社

共催：小野薬品工業株式会社

共催：大塚製薬株式会社

共催：アッヴィ合同会社

共催：あゆみ製薬株式会社

共催：日本化薬株式会社

共催：沢井製薬株式会社

共催：旭化成ファーマ株式会社

共催：一般社団法人日本血液製剤機構

共催：大鵬薬品工業株式会社

共催：富士製薬工業株式会社

共催：Dr. JOY 株式会社
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座長：中川　博雄

P75

一般演題（口頭） 30＊

有害事象・副作用3
座長：渡辺　善照

P76

一般演題（口頭） 2

病棟薬剤業務2
座長：髙田　龍平

P67

一般演題（口頭） 7

精神科領域1
座長：神村　英利

P68

一般演題（口頭） 8

精神科領域2
座長：椎　崇

P69

一般演題（口頭） 13

がん薬物療法（制吐支持療法）1
座長：有馬　純子

P70

一般演題（口頭） 14
がん薬物療法

（制吐支持療法・他の副作用対策）2
座長：兒玉　幸修

P71

一般演題（口頭） 19

有害事象・副作用1
座長：西　順也

P72

一般演題（口頭） 20

有害事象・副作用2
座長：永田　将司

P73

一般演題（口頭） 25

感染制御（治療薬）1
座長：酒井　義朗

P74

一般演題（口頭） 26

感染制御（治療薬）2
座長：平原　康寿

P75

シンポジウム3
臨床で行える研究のすすめ

ー観察研究の事例に基づく注意点とポイントー
オーガナイザー・座長：百　賢二／城田　幹生

P199

シンポジウム6
医療的ケアがあっても、おうちに帰りたい

～今こそ、薬・薬連携の真価が問われる小児在宅医療～
オーガナイザー：串田　一樹／廣原　正宜
　　　　　座長：串田　一樹／山谷　明正 P200

シンポジウム1
薬物トランスポーターおよび代謝酵素が関与する薬物
相互作用・病態時変動の評価：バイオマーカーの活用

オーガナイザー・座長：杉山　雄一／吉門　崇
P199

シンポジウム4
精神疾患をもつ妊婦・授乳婦への実例を通した

薬学的アプローチ
オーガナイザー：赤嶺　由美子／伊差川　サヤカ
　　　座長：赤嶺　由美子／香西　祥子 P199

シンポジウム2
がんゲノム医療新時代

～薬剤師が知っておくべきこと～
オーガナイザー・座長：縄田　修一／櫻井　洋臣

P199

シンポジウム5
地域包括ケアシステムにおける病院薬剤師の役割を

検証する～回復期病床からの発信～
オーガナイザー：島田　美樹／菅原　満
　　　　　　座長：矢野　育子／山口　浩明

P200

シンポジウム7
避けてはとおれない電子カルテや調剤システムのリ
プレース～その時薬剤部門では何が起こるのか～

オーガナイザー：小枝　伸之／若林　進
　　　　座長：若林　進／荒　義昭 P200

シンポジウム8
災害に備える！災害時における薬剤師の役割とその教育を考えよう

～BRIDGE OVER TROUBLED WATER～
オーガナイザー：高山　和郎／小林　政彦
　　　　座長：江川　孝／松村　友和 P200

シンポジウム10
セントラル担当と病棟担当薬剤師とのクロストーク

～効率化と連携を再考する～
オーガナイザー：赤嶺　由美子／三浦　昌朋
　　　　座長：三浦　昌朋／大本　暢子 P201

シンポジウム11
医薬品使用の国際化～知らないでは済まされない。医
療用麻薬の持出渡航や規制医薬品にどう向き合うか～

オーガナイザー：石原　千春／橋本　直弥
　　　座長：林　誠／佐藤　淳也 P201

シンポジウム15
リスク・ベネフィットを考慮した最適な抗血栓療法
を目指して薬剤師が本当にやるべきことは？

オーガナイザー：石井　伊都子／土岐　真路
　　　　座長：南　圭祐／石井　伊都子 P202

シンポジウム16
「医薬品の安全使用のための業務手順書」の改定と

その活用
オーガナイザー：小枝　伸之／岸本　真
　　　　　　座長：小枝　伸之／久岡　清子 P202

シンポジウム18
がん化学療法における臨床的課題を解決するために

研究指導者が持つべき先導的視点
オーガナイザー・座長：橋本　浩伸／河添　仁

P203

シンポジウム19
患者のアレルギー・副作用を上手に管理するための
エッセンス～副作用の発見から管理、報告まで～

オーガナイザー：小枝　伸行／関谷　泰明
　　　　　座長：木下　元一／高田　敦史 P203

シンポジウム21
患者の暮らしにつなぐオール薬剤師による

入退院支援業務の展開
オーガナイザー・座長：室井　延之／荒木　隆一

P204

シンポジウム22
循環器領域の薬剤師に求められる一歩進んだコンピテンシー

～薬物療法の評価に必要な検査モダリティ～
オーガナイザー：柴田　啓智／志賀　剛

座長：梶原　洋文／志賀　剛 P204

シンポジウム24
今おさえておきたい集中治療における

基本的薬物治療
オーガナイザー：加藤　隆寛／原　直己
　　　　　　座長：加藤　隆寛／安藝　敬生

P204

シンポジウム25
より良い薬物治療を提供するために伝わる記録を

書くためのコツ
オーガナイザー・座長：寺沢　匡史／坂野　昌志

P205

シンポジウム27
AYA世代がん患者への薬剤師の貢献　～治療に伴う

性腺機能低下に、一歩踏み込んだ介入を～
オーガナイザー：米村　雅人／日置　三紀
　　　　　座長：米村　雅人／網野　一真 P205

シンポジウム28
小児領域における薬剤師の幅広い活躍
オーガナイザー：冨家　俊弥／小高　賢一
　　　　　座長：石川　洋一／冨家　俊弥

P205

シンポジウム13
医療ビッグデータを活用した新しい時代を担う

医療薬学研究
オーガナイザー：千堂　年昭／石澤　啓介
　　　　　　座長：小山　敏広／座間味　義人 P202

International Session （Oral）

座長：江川　孝／内田　まやこ

P66

シンポジウム9
科学的視点に立ち周術期を安全に乗り切る
～医薬品適正使用研究からの提言～
オーガナイザー：畝井　浩子／北村　佳久
　　　　　　座長：北村　佳久／座間味　義人 P201

シンポジウム12
がん化学療法に伴う末梢神経障害の対応策を
目指した基礎・臨床での取り組みと融合
オーガナイザー・座長：江頭　伸昭／川尻　雄大

P201

シンポジウム14
ファーマコゲノミクス検査の臨床応用に向けた

医療薬学からの提案
オーガナイザー・座長：寺田　智祐／斎藤　嘉朗

P202

シンポジウム17
客観的な医薬品評価における現在の医薬品情報源の

役割と将来展望
オーガナイザー：後藤　伸之／冨田　隆志
　　　　座長：大塚　誠／金井　紀仁

P203

シンポジウム20
薬剤師の国際貢献の未来を語ろう－災害救援や開発協
力で必要とされる薬剤師のニーズにどう立ち向かうか

オーガナイザー：小林　政彦／折井　孝男
　　　　　座長：折井　孝男／奥村　順子 P203

シンポジウム23
【医療薬学会 学術委員会】

医療現場における薬物相互作用マネジメント能力の育成
オーガナイザー・座長：米澤　淳／伊藤　清美

P204

シンポジウム26
こんなときどうする？専門薬剤師が考える

血糖コントロール
オーガナイザー・座長：厚田　幸一郎／竹内　裕紀

P205

年会長講演
新しい時代を担う医療
薬学のこれから

～薬学の英知の結集～
座長：山田　清文　
演者：武田　泰生　

特別講演 1
病院薬剤師に期待すること

座長：木平　健治
演者：安川　孝志

P186

特別講演 2
A global perspective on the future 
of pharmaceutical healthcare in 
hospital related settings
座長：田﨑　嘉一　　

演者：Robert J. Moss　　P186

特別講演 4
AI 時代の医療
座長：下堂薗　権洋
演者：木村　通男　

P187

特別講演 3
DXが医療の現場にもたらすもの
～全ての医療従事者が認識しておくべき、
変化とセキュリティリスクと心構え～

座長：山本　康次郎
演者：小屋松　美佳 P187

International Symposium（国際シンポジウム）1
The roles of pharmacists in the quality, 
efficacy, and safety of pharmaceuticals
オーガナイザー：田﨑　嘉一／池田　龍二

座長：Bo Yu ／ Jung-Tae Kim／漆原　尚巳 P198

International Symposium（国際シンポジウム）2
The roles of pharmacists in the quality, 
efficacy, and safety of pharmaceuticals

オーガナイザー：田﨑　嘉一／池田　龍二
　　　　　　座長：秋好　健志／岩澤　真紀子 P198

メディカルセミナー1

P228

メディカルセミナー2

P229

メディカルセミナー3

P229

メディカルセミナー4

P230

メディカルセミナー5

P230

メディカルセミナー6

P231

メディカルセミナー7

P231

メディカルセミナー8

P232

メディカルセミナー9

P232

メディカルセミナー10

P233

メディカルセミナー11

P233

メディカルセミナー12

P234

メディカルセミナー13

P234

メディカルセミナー14
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P184

＊の付くセッションは「優秀演題候補セッション」となります。

ポスター貼付 ポスター撤去

ワークショップ1
薬物療法専門薬剤師ワークショップ

「ジェネラリストとしての薬剤師力を磨く
～実践！複合疾患を有する患者への薬学的アプローチ」

オーガナイザー・座長：望月　眞弓／四方　敬介 P218

ポスター示説
2-AM

ポスター示説
2-PM

International 
Poster Session

P72

経口抗がん剤治療患者に
薬剤師はどう関わるべきか
～アベマシクリブ治療患者を中心に～

GE医薬品ポスト80%
時代における抗菌薬適正

使用

より安全で安心な外来化学
療法への薬剤師の関わり
～医療機関と保険薬局間の連携を踏まえて～

がん悪液質診療の現状と
展望

薬剤師さんが知って役立つ
心不全診療ガイドラインの

勘所

バイオ医薬品の品質低下
の要因と防止について

令和時代の薬物療法

進行再発乳がんに対する
最新の薬物治療と
薬剤適正使用

地域フォーミュラリ実施
と方法論

敗血症死ZEROへの挑戦
ートロンボモデュリン 
アルファの適正使用ー

輸血及び血漿分画製剤の
適正使用と今後の展望

Chemotherapy Induced Nausea and 
Vomiting に対する支持療法の最前線
～パロノセトロンとアプレピタントの使い方～

がんゲノム医療元年
～薬剤師として
何ができるのか～

Dr.JOY × 情報収集の
効率化

共催：日本イーライリリー株式会社

共催：日医工株式会社

共催：第一三共エスファ株式会社

共催：小野薬品工業株式会社

共催：大塚製薬株式会社

共催：アッヴィ合同会社

共催：あゆみ製薬株式会社

共催：日本化薬株式会社

共催：沢井製薬株式会社

共催：旭化成ファーマ株式会社

共催：一般社団法人日本血液製剤機構

共催：大鵬薬品工業株式会社

共催：富士製薬工業株式会社

共催：Dr. JOY 株式会社
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P228

一般演題（口頭） 1

病棟薬剤業務1
座長：三箇山　宏樹

P67

一般演題（口頭） 3

薬学・薬剤師教育
座長：徳永　仁

P67

一般演題（口頭） 4

持参薬管理
座長：嶋田　努

P68

一般演題（口頭） 5

バイオシミラー
座長：内藤　隆文

P68

一般演題（口頭） 6

ジェネリック医薬品
座長：岩本　卓也

P68

一般演題（口頭） 9
がん薬物療法

（レジメン管理・多職種連携）
座長：龍田　涼佑

P69

一般演題（口頭） 10

がん薬物療法（無菌調製・暴露対策）
座長：千阪　智美

P69

一般演題（口頭） 11

がん薬物療法（服薬指導・情報提供）
座長：渡邊　裕之

P70

一般演題（口頭） 12

がん薬物療法（他の副作用対策）1
座長：櫻下　弘志

P70

一般演題（口頭） 15＊

腎疾患・高齢者ケア・感染制御
座長：田中　亮裕

P71

一般演題（口頭） 16＊

薬物動態
座長：菅原　満

P71

一般演題（口頭） 17＊

病棟・外来薬剤師業務1
座長：三輪　涼子

P72

一般演題（口頭） 18＊

病棟・外来薬剤師業務2
座長：松尾　裕彰

一般演題（口頭） 21＊

調剤・処方鑑査・薬薬連携
座長：髙橋　弘充

P73

一般演題（口頭） 22＊

薬剤疫学・使用状況調査
座長：鈴木　昭夫

P73

一般演題（口頭） 23＊

がん薬物療法（緩和ケア・その他）
座長：門脇　裕子

P74

一般演題（口頭） 24＊
がん薬物療法

（制吐支持療法・他の副作用対策）3
座長：篠原　義剛

P74

一般演題（口頭） 27

感染制御（治療薬）3
座長：冨田　隆志

P75

一般演題（口頭） 28

感染制御（治療薬）4
座長：谷口　潤

P75

一般演題（口頭） 29

感染制御（治療薬・その他）5
座長：中川　博雄

P75

一般演題（口頭） 30＊

有害事象・副作用3
座長：渡辺　善照

P76

一般演題（口頭） 2

病棟薬剤業務2
座長：髙田　龍平

P67

一般演題（口頭） 7

精神科領域1
座長：神村　英利

P68

一般演題（口頭） 8

精神科領域2
座長：椎　崇

P69

一般演題（口頭） 13

がん薬物療法（制吐支持療法）1
座長：有馬　純子

P70

一般演題（口頭） 14
がん薬物療法

（制吐支持療法・他の副作用対策）2
座長：兒玉　幸修

P71

一般演題（口頭） 19

有害事象・副作用1
座長：西　順也

P72

一般演題（口頭） 20

有害事象・副作用2
座長：永田　将司

P73

一般演題（口頭） 25

感染制御（治療薬）1
座長：酒井　義朗

P74

一般演題（口頭） 26

感染制御（治療薬）2
座長：平原　康寿

P75

シンポジウム3
臨床で行える研究のすすめ

ー観察研究の事例に基づく注意点とポイントー
オーガナイザー・座長：百　賢二／城田　幹生

P199

シンポジウム6
医療的ケアがあっても、おうちに帰りたい

～今こそ、薬・薬連携の真価が問われる小児在宅医療～
オーガナイザー：串田　一樹／廣原　正宜
　　　　　座長：串田　一樹／山谷　明正 P200

シンポジウム1
薬物トランスポーターおよび代謝酵素が関与する薬物
相互作用・病態時変動の評価：バイオマーカーの活用

オーガナイザー・座長：杉山　雄一／吉門　崇
P199

シンポジウム4
精神疾患をもつ妊婦・授乳婦への実例を通した

薬学的アプローチ
オーガナイザー：赤嶺　由美子／伊差川　サヤカ
　　　座長：赤嶺　由美子／香西　祥子 P199

シンポジウム2
がんゲノム医療新時代

～薬剤師が知っておくべきこと～
オーガナイザー・座長：縄田　修一／櫻井　洋臣

P199

シンポジウム5
地域包括ケアシステムにおける病院薬剤師の役割を

検証する～回復期病床からの発信～
オーガナイザー：島田　美樹／菅原　満
　　　　　　座長：矢野　育子／山口　浩明

P200

シンポジウム7
避けてはとおれない電子カルテや調剤システムのリ
プレース～その時薬剤部門では何が起こるのか～

オーガナイザー：小枝　伸之／若林　進
　　　　座長：若林　進／荒　義昭 P200

シンポジウム8
災害に備える！災害時における薬剤師の役割とその教育を考えよう

～BRIDGE OVER TROUBLED WATER～
オーガナイザー：高山　和郎／小林　政彦
　　　　座長：江川　孝／松村　友和 P200

シンポジウム10
セントラル担当と病棟担当薬剤師とのクロストーク

～効率化と連携を再考する～
オーガナイザー：赤嶺　由美子／三浦　昌朋
　　　　座長：三浦　昌朋／大本　暢子 P201

シンポジウム11
医薬品使用の国際化～知らないでは済まされない。医
療用麻薬の持出渡航や規制医薬品にどう向き合うか～

オーガナイザー：石原　千春／橋本　直弥
　　　座長：林　誠／佐藤　淳也 P201

シンポジウム15
リスク・ベネフィットを考慮した最適な抗血栓療法
を目指して薬剤師が本当にやるべきことは？

オーガナイザー：石井　伊都子／土岐　真路
　　　　座長：南　圭祐／石井　伊都子 P202

シンポジウム16
「医薬品の安全使用のための業務手順書」の改定と

その活用
オーガナイザー：小枝　伸之／岸本　真
　　　　　　座長：小枝　伸之／久岡　清子 P202

シンポジウム18
がん化学療法における臨床的課題を解決するために

研究指導者が持つべき先導的視点
オーガナイザー・座長：橋本　浩伸／河添　仁

P203

シンポジウム19
患者のアレルギー・副作用を上手に管理するための
エッセンス～副作用の発見から管理、報告まで～

オーガナイザー：小枝　伸行／関谷　泰明
　　　　　座長：木下　元一／高田　敦史 P203

シンポジウム21
患者の暮らしにつなぐオール薬剤師による

入退院支援業務の展開
オーガナイザー・座長：室井　延之／荒木　隆一

P204

シンポジウム22
循環器領域の薬剤師に求められる一歩進んだコンピテンシー

～薬物療法の評価に必要な検査モダリティ～
オーガナイザー：柴田　啓智／志賀　剛

座長：梶原　洋文／志賀　剛 P204

シンポジウム24
今おさえておきたい集中治療における

基本的薬物治療
オーガナイザー：加藤　隆寛／原　直己
　　　　　　座長：加藤　隆寛／安藝　敬生

P204

シンポジウム25
より良い薬物治療を提供するために伝わる記録を

書くためのコツ
オーガナイザー・座長：寺沢　匡史／坂野　昌志

P205

シンポジウム27
AYA世代がん患者への薬剤師の貢献　～治療に伴う

性腺機能低下に、一歩踏み込んだ介入を～
オーガナイザー：米村　雅人／日置　三紀
　　　　　座長：米村　雅人／網野　一真 P205

シンポジウム28
小児領域における薬剤師の幅広い活躍
オーガナイザー：冨家　俊弥／小高　賢一
　　　　　座長：石川　洋一／冨家　俊弥

P205

シンポジウム13
医療ビッグデータを活用した新しい時代を担う

医療薬学研究
オーガナイザー：千堂　年昭／石澤　啓介
　　　　　　座長：小山　敏広／座間味　義人 P202

International Session （Oral）

座長：江川　孝／内田　まやこ

P66

シンポジウム9
科学的視点に立ち周術期を安全に乗り切る
～医薬品適正使用研究からの提言～
オーガナイザー：畝井　浩子／北村　佳久
　　　　　　座長：北村　佳久／座間味　義人 P201

シンポジウム12
がん化学療法に伴う末梢神経障害の対応策を
目指した基礎・臨床での取り組みと融合
オーガナイザー・座長：江頭　伸昭／川尻　雄大

P201

シンポジウム14
ファーマコゲノミクス検査の臨床応用に向けた

医療薬学からの提案
オーガナイザー・座長：寺田　智祐／斎藤　嘉朗

P202

シンポジウム17
客観的な医薬品評価における現在の医薬品情報源の

役割と将来展望
オーガナイザー：後藤　伸之／冨田　隆志
　　　　座長：大塚　誠／金井　紀仁

P203

シンポジウム20
薬剤師の国際貢献の未来を語ろう－災害救援や開発協
力で必要とされる薬剤師のニーズにどう立ち向かうか

オーガナイザー：小林　政彦／折井　孝男
　　　　　座長：折井　孝男／奥村　順子 P203

シンポジウム23
【医療薬学会 学術委員会】

医療現場における薬物相互作用マネジメント能力の育成
オーガナイザー・座長：米澤　淳／伊藤　清美

P204

シンポジウム26
こんなときどうする？専門薬剤師が考える

血糖コントロール
オーガナイザー・座長：厚田　幸一郎／竹内　裕紀

P205

年会長講演
新しい時代を担う医療
薬学のこれから

～薬学の英知の結集～
座長：山田　清文　
演者：武田　泰生　

特別講演 1
病院薬剤師に期待すること

座長：木平　健治
演者：安川　孝志

P186

特別講演 2
A global perspective on the future 
of pharmaceutical healthcare in 
hospital related settings
座長：田﨑　嘉一　　

演者：Robert J. Moss　　P186

特別講演 4
AI 時代の医療
座長：下堂薗　権洋
演者：木村　通男　

P187

特別講演 3
DXが医療の現場にもたらすもの
～全ての医療従事者が認識しておくべき、
変化とセキュリティリスクと心構え～

座長：山本　康次郎
演者：小屋松　美佳 P187

International Symposium（国際シンポジウム）1
The roles of pharmacists in the quality, 
efficacy, and safety of pharmaceuticals
オーガナイザー：田﨑　嘉一／池田　龍二

座長：Bo Yu ／ Jung-Tae Kim／漆原　尚巳 P198

International Symposium（国際シンポジウム）2
The roles of pharmacists in the quality, 
efficacy, and safety of pharmaceuticals

オーガナイザー：田﨑　嘉一／池田　龍二
　　　　　　座長：秋好　健志／岩澤　真紀子 P198

メディカルセミナー1

P228

メディカルセミナー2

P229

メディカルセミナー3

P229

メディカルセミナー4

P230

メディカルセミナー5

P230

メディカルセミナー6

P231

メディカルセミナー7

P231

メディカルセミナー8

P232

メディカルセミナー9

P232

メディカルセミナー10

P233

メディカルセミナー11

P233

メディカルセミナー12

P234

メディカルセミナー13

P234

メディカルセミナー14
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＊の付くセッションは「優秀演題候補セッション」となります。

ポスター貼付 ポスター撤去

ワークショップ1
薬物療法専門薬剤師ワークショップ

「ジェネラリストとしての薬剤師力を磨く
～実践！複合疾患を有する患者への薬学的アプローチ」

オーガナイザー・座長：望月　眞弓／四方　敬介 P218

ポスター示説
2-AM

ポスター示説
2-PM

International 
Poster Session

P72

経口抗がん剤治療患者に
薬剤師はどう関わるべきか
～アベマシクリブ治療患者を中心に～

GE医薬品ポスト80%
時代における抗菌薬適正

使用

より安全で安心な外来化学
療法への薬剤師の関わり
～医療機関と保険薬局間の連携を踏まえて～

がん悪液質診療の現状と
展望

薬剤師さんが知って役立つ
心不全診療ガイドラインの

勘所

バイオ医薬品の品質低下
の要因と防止について

令和時代の薬物療法

進行再発乳がんに対する
最新の薬物治療と
薬剤適正使用

地域フォーミュラリ実施
と方法論

敗血症死ZEROへの挑戦
ートロンボモデュリン 
アルファの適正使用ー

輸血及び血漿分画製剤の
適正使用と今後の展望

Chemotherapy Induced Nausea and 
Vomiting に対する支持療法の最前線
～パロノセトロンとアプレピタントの使い方～

がんゲノム医療元年
～薬剤師として
何ができるのか～

Dr.JOY × 情報収集の
効率化

共催：日本イーライリリー株式会社

共催：日医工株式会社

共催：第一三共エスファ株式会社

共催：小野薬品工業株式会社

共催：大塚製薬株式会社

共催：アッヴィ合同会社

共催：あゆみ製薬株式会社

共催：日本化薬株式会社

共催：沢井製薬株式会社

共催：旭化成ファーマ株式会社

共催：一般社団法人日本血液製剤機構

共催：大鵬薬品工業株式会社

共催：富士製薬工業株式会社

共催：Dr. JOY 株式会社
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P228

一般演題（口頭） 1

病棟薬剤業務1
座長：三箇山　宏樹

P67

一般演題（口頭） 3

薬学・薬剤師教育
座長：徳永　仁

P67

一般演題（口頭） 4

持参薬管理
座長：嶋田　努

P68

一般演題（口頭） 5

バイオシミラー
座長：内藤　隆文

P68

一般演題（口頭） 6

ジェネリック医薬品
座長：岩本　卓也

P68

一般演題（口頭） 9
がん薬物療法

（レジメン管理・多職種連携）
座長：龍田　涼佑

P69

一般演題（口頭） 10

がん薬物療法（無菌調製・暴露対策）
座長：千阪　智美

P69

一般演題（口頭） 11

がん薬物療法（服薬指導・情報提供）
座長：渡邊　裕之

P70

一般演題（口頭） 12

がん薬物療法（他の副作用対策）1
座長：櫻下　弘志

P70

一般演題（口頭） 15＊

腎疾患・高齢者ケア・感染制御
座長：田中　亮裕

P71

一般演題（口頭） 16＊

薬物動態
座長：菅原　満

P71

一般演題（口頭） 17＊

病棟・外来薬剤師業務1
座長：三輪　涼子

P72

一般演題（口頭） 18＊

病棟・外来薬剤師業務2
座長：松尾　裕彰

一般演題（口頭） 21＊

調剤・処方鑑査・薬薬連携
座長：髙橋　弘充

P73

一般演題（口頭） 22＊

薬剤疫学・使用状況調査
座長：鈴木　昭夫

P73

一般演題（口頭） 23＊

がん薬物療法（緩和ケア・その他）
座長：門脇　裕子

P74

一般演題（口頭） 24＊
がん薬物療法

（制吐支持療法・他の副作用対策）3
座長：篠原　義剛

P74

一般演題（口頭） 27

感染制御（治療薬）3
座長：冨田　隆志

P75

一般演題（口頭） 28

感染制御（治療薬）4
座長：谷口　潤

P75

一般演題（口頭） 29

感染制御（治療薬・その他）5
座長：中川　博雄

P75

一般演題（口頭） 30＊

有害事象・副作用3
座長：渡辺　善照

P76

一般演題（口頭） 2

病棟薬剤業務2
座長：髙田　龍平

P67

一般演題（口頭） 7

精神科領域1
座長：神村　英利

P68

一般演題（口頭） 8

精神科領域2
座長：椎　崇

P69

一般演題（口頭） 13

がん薬物療法（制吐支持療法）1
座長：有馬　純子

P70

一般演題（口頭） 14
がん薬物療法

（制吐支持療法・他の副作用対策）2
座長：兒玉　幸修

P71

一般演題（口頭） 19

有害事象・副作用1
座長：西　順也

P72

一般演題（口頭） 20

有害事象・副作用2
座長：永田　将司

P73

一般演題（口頭） 25

感染制御（治療薬）1
座長：酒井　義朗

P74

一般演題（口頭） 26

感染制御（治療薬）2
座長：平原　康寿

P75

シンポジウム3
臨床で行える研究のすすめ

ー観察研究の事例に基づく注意点とポイントー
オーガナイザー・座長：百　賢二／城田　幹生

P199

シンポジウム6
医療的ケアがあっても、おうちに帰りたい

～今こそ、薬・薬連携の真価が問われる小児在宅医療～
オーガナイザー：串田　一樹／廣原　正宜
　　　　　座長：串田　一樹／山谷　明正 P200

シンポジウム1
薬物トランスポーターおよび代謝酵素が関与する薬物
相互作用・病態時変動の評価：バイオマーカーの活用

オーガナイザー・座長：杉山　雄一／吉門　崇
P199

シンポジウム4
精神疾患をもつ妊婦・授乳婦への実例を通した

薬学的アプローチ
オーガナイザー：赤嶺　由美子／伊差川　サヤカ
　　　座長：赤嶺　由美子／香西　祥子 P199

シンポジウム2
がんゲノム医療新時代

～薬剤師が知っておくべきこと～
オーガナイザー・座長：縄田　修一／櫻井　洋臣

P199

シンポジウム5
地域包括ケアシステムにおける病院薬剤師の役割を

検証する～回復期病床からの発信～
オーガナイザー：島田　美樹／菅原　満
　　　　　　座長：矢野　育子／山口　浩明

P200

シンポジウム7
避けてはとおれない電子カルテや調剤システムのリ
プレース～その時薬剤部門では何が起こるのか～

オーガナイザー：小枝　伸行／若林　進
　　　　座長：若林　進／荒　義昭 P200

シンポジウム8
災害に備える！災害時における薬剤師の役割とその教育を考えよう

～BRIDGE OVER TROUBLED WATER～
オーガナイザー：高山　和郎／小林　政彦
　　　　座長：江川　孝／松村　友和 P200

シンポジウム10
セントラル担当と病棟担当薬剤師とのクロストーク

～効率化と連携を再考する～
オーガナイザー：赤嶺　由美子／三浦　昌朋
　　　　座長：三浦　昌朋／大本　暢子 P201

シンポジウム11
医薬品使用の国際化～知らないでは済まされない。医
療用麻薬の持出渡航や規制医薬品にどう向き合うか～

オーガナイザー：石原　千春／橋本　直弥
　　　座長：林　誠／佐藤　淳也 P201

シンポジウム15
リスク・ベネフィットを考慮した最適な抗血栓療法
を目指して薬剤師が本当にやるべきことは？

オーガナイザー：石井　伊都子／土岐　真路
　　　　座長：南　圭祐／石井　伊都子 P202

シンポジウム16
「医薬品の安全使用のための業務手順書」の改定と

その活用
オーガナイザー：小枝　伸行／岸本　真
　　　　　　座長：小枝　伸行／久岡　清子 P202

シンポジウム18
がん化学療法における臨床的課題を解決するために

研究指導者が持つべき先導的視点
オーガナイザー・座長：橋本　浩伸／河添　仁

P203

シンポジウム19
患者のアレルギー・副作用を上手に管理するための
エッセンス～副作用の発見から管理、報告まで～

オーガナイザー：小枝　伸行／関谷　泰明
座長：木下　元一／高田　敦史 P203

シンポジウム21
患者の暮らしにつなぐオール薬剤師による

入退院支援業務の展開
オーガナイザー・座長：室井　延之／荒木　隆一

P204

シンポジウム22
循環器領域の薬剤師に求められる一歩進んだコンピテンシー

～薬物療法の評価に必要な検査モダリティ～
オーガナイザー：柴田　啓智／志賀　剛

座長：梶原　洋文／志賀　剛 P204

シンポジウム24
今おさえておきたい集中治療における

基本的薬物治療
オーガナイザー：加藤　隆寛／原　直己

座長：加藤　隆寛／安藝　敬生
P204

シンポジウム25
より良い薬物治療を提供するために伝わる記録を

書くためのコツ
オーガナイザー・座長：寺沢　匡史／坂野　昌志

P205

シンポジウム27
AYA世代がん患者への薬剤師の貢献　～治療に伴う

性腺機能低下に、一歩踏み込んだ介入を～
オーガナイザー：米村　雅人／日置　三紀

座長：米村　雅人／網野　一真 P205

シンポジウム28
小児領域における薬剤師の幅広い活躍
オーガナイザー：冨家　俊弥／小高　賢一
　　　　　座長：石川　洋一／冨家　俊弥

P205

シンポジウム13
医療ビッグデータを活用した新しい時代を担う

医療薬学研究
オーガナイザー：千堂　年昭／石澤　啓介
　　　　　　座長：小山　敏広／座間味　義人 P202

International Session （Oral）

座長：江川　孝／内田　まやこ

P66

シンポジウム9
科学的視点に立ち周術期を安全に乗り切る
～医薬品適正使用研究からの提言～
オーガナイザー：畝井　浩子／北村　佳久
　　　　　　座長：北村　佳久／座間味　義人 P201

シンポジウム12
がん化学療法に伴う末梢神経障害の対応策を
目指した基礎・臨床での取り組みと融合
オーガナイザー・座長：江頭　伸昭／川尻　雄大

P201

シンポジウム14
ファーマコゲノミクス検査の臨床応用に向けた

医療薬学からの提案
オーガナイザー・座長：寺田　智祐／斎藤　嘉朗

P202

シンポジウム17
客観的な医薬品評価における現在の医薬品情報源の

役割と将来展望
オーガナイザー：後藤　伸之／冨田　隆志
　　　　座長：大塚　誠／金井　紀仁

P203

シンポジウム20
薬剤師の国際貢献の未来を語ろう－災害救援や開発協
力で必要とされる薬剤師のニーズにどう立ち向かうか

オーガナイザー：小林　政彦／折井　孝男
　　　　　座長：折井　孝男／奥村　順子 P203

シンポジウム23
【医療薬学会 学術委員会】

医療現場における薬物相互作用マネジメント能力の育成
オーガナイザー・座長：米澤　淳／伊藤　清美

P204

シンポジウム26
こんなときどうする？専門薬剤師が考える

血糖コントロール
オーガナイザー・座長：厚田　幸一郎／竹内　裕紀

P205

年会長講演
新しい時代を担う医療
薬学のこれから

～薬学の英知の結集～
座長：山田　清文　
演者：武田　泰生　

特別講演 1
病院薬剤師に期待すること

座長：木平　健治
演者：安川　孝志

P186

特別講演 2
A global perspective on the future 
of pharmaceutical healthcare in 
hospital related settings
座長：田﨑　嘉一　　

演者：Robert J. Moss　　P186

特別講演 4
AI 時代の医療
座長：下堂薗　権洋
演者：木村　通男　

P187

特別講演 3
DXが医療の現場にもたらすもの
～全ての医療従事者が認識しておくべき、
変化とセキュリティリスクと心構え～

座長：山本　康次郎
演者：小屋松　美佳 P187

International Symposium（国際シンポジウム）1
The roles of pharmacists in the quality, 
efficacy, and safety of pharmaceuticals
オーガナイザー：田﨑　嘉一／池田　龍二
　　　座長：Bo Yu ／ Jung-Tae Kim／漆原　尚巳 P198

International Symposium（国際シンポジウム）2
The roles of pharmacists in the quality, 
efficacy, and safety of pharmaceuticals

オーガナイザー：田﨑　嘉一／池田　龍二
　　　　　　座長：秋好　健志／岩澤　真紀子 P198

メディカルセミナー1

P228

メディカルセミナー2

P229

メディカルセミナー3

P229

メディカルセミナー4

P230

メディカルセミナー5

P230

メディカルセミナー6

P231

メディカルセミナー7

P231

メディカルセミナー8

P232

メディカルセミナー9

P232

メディカルセミナー10

P233

メディカルセミナー11

P233

メディカルセミナー12

P234

メディカルセミナー13

P234

メディカルセミナー14
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ポスター会場
アリーナ

ワークショップ会場
会議室2

第 16会場
都久志の間

第 15会場
サブアリーナ

第 14会場
大会議室

第 13会場
502＋503

第 12会場
501

第11会場
413＋414

第10会場
411＋412

第9会場
409＋410

第8会場
404＋405＋406

第7会場
401＋402＋403

第6会場
メインホール

第5会場
203＋204

第4会場
202

第3会場
201

第2会場
パレスルーム

第1会場
大ホール

開
会
式

P184

＊の付くセッションは「優秀演題候補セッション」となります。

ポスター貼付 ポスター撤去

ワークショップ1
薬物療法専門薬剤師ワークショップ

「ジェネラリストとしての薬剤師力を磨く
～実践！複合疾患を有する患者への薬学的アプローチ」

オーガナイザー・座長：望月　眞弓／四方　敬介 P218

ポスター示説
2-AM

ポスター示説
2-PM

International 
Poster Session

P72

経口抗がん剤治療患者に
薬剤師はどう関わるべきか
～アベマシクリブ治療患者を中心に～

GE医薬品ポスト80%
時代における抗菌薬適正

使用

より安全で安心な外来化学
療法への薬剤師の関わり
～医療機関と保険薬局間の連携を踏まえて～

がん悪液質診療の現状と
展望

薬剤師さんが知って役立つ
心不全診療ガイドラインの

勘所

バイオ医薬品の品質低下
の要因と防止について

令和時代の薬物療法

進行再発乳がんに対する
最新の薬物治療と
薬剤適正使用

地域フォーミュラリ実施
と方法論

敗血症死ZEROへの挑戦
ートロンボモデュリン 
アルファの適正使用ー

輸血及び血漿分画製剤の
適正使用と今後の展望

Chemotherapy Induced Nausea and 
Vomiting に対する支持療法の最前線
～パロノセトロンとアプレピタントの使い方～

がんゲノム医療元年
～薬剤師として
何ができるのか～

Dr.JOY × 情報収集の
効率化

共催：日本イーライリリー株式会社

共催：日医工株式会社

共催：第一三共エスファ株式会社

共催：小野薬品工業株式会社

共催：大塚製薬株式会社

共催：アッヴィ合同会社

共催：あゆみ製薬株式会社

共催：日本化薬株式会社

共催：沢井製薬株式会社

共催：旭化成ファーマ株式会社

共催：一般社団法人日本血液製剤機構

共催：大鵬薬品工業株式会社

共催：富士製薬工業株式会社

共催：Dr. JOY 株式会社
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